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１．研究の背景

病気の原因となる物質に対して選択的に効果を発揮する｢分子標的治療薬｣は、副作用が少ない次世代の薬剤として
期待されている。その候補の一つとしてペプチドは大きな可能性を秘めているが、今のところ効率的なペプチド薬剤の開発法
は無い。

２．研究の目標

わずかな量でも検出可能な放射性同位元素(RI）を活用することで、効率的にペプチド薬剤を開発できる、全く新しい創薬
システムの構築を目標とする。また構築したシステムを使った抗がん剤の開発を実践し、分子標的治療薬の開発法としての
有用性を確認する。

３．研究の特色

目印としてRIを利用することで、100万種類という膨大なペプチドの中から、病気の原因物質にのみ効果があるペプチドを効
率的に選抜できる。またRIは体外から検出できるので、副作用も予測し、副作用の少ない薬剤のみを開発できる。尚、RIは
開発段階でのみ使用し、最終的な薬剤はRIを含まない。

４．将来的に期待される効果や応用分野

本ペプチド創薬システムにより、様々な病気に対して、副作用が少ない治療薬を効率的に開発できる。また、RIの付いたペ
プチドを診断にも利用することで、個々の患者さんに対して最も治療効果が期待できる薬剤を用いる、テーラーメード治療を
実践できる。
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